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神奈川大学附属中学校



出題方針・ねらい

◆基礎的知識がしっかりと定着しているかを問う

◆社会的事象の内容や背景が理解できているかを
問う

◆資料の読み取りを通じて、社会的事象に対する
認識力を問う



2024年度入試 出題内容

分野 第２回 第３回

地
理

自然環境、県の位置、産業、人口、環境問題と自然
災害などの問題を通じて、地理に関する基礎的知
識・技能、資料の読み取り、地理的事象の背景や関
連性を問う

「社会問題」に関する生徒の会話文を通じて、地理
に関する基礎的知識・技能、資料の読み取り、地理
的事象の背景や関連性を問う

歴
史

人と人との関係や支配のあり方やそれらの移り変わ

りなどに関する問題を通じて、歴史に関する基礎的

知識・技能、史料の読み取り、歴史的事象の背景や

関連性を問う

神奈川県の歴史に関する文章を通じて、歴史に関す

る基礎的知識・技能、史料の読み取り、歴史的事象

の背景や関連性を問う

公
民

2023年上半期にあったニュースを題材に、公民に関

する基礎的知識・技能、資料の読み取り、公民的事

象の背景や関連性を問う

「SDGs」やそれに対する横浜市の取り組みなどに関

する問題を通じて、公民に関する基礎的知識・技能、

資料の読み取り、公民的事象の背景や関連性を問う



2024年度入試結果【社会】

第２回 第３回

受験者 最高点 71 63

最低点 14 14

平均点 45.0 42.1

合格者 最高点 71 61

最低点 32 36

平均点 52.9 49.6

第２回
点数 受験者 合格者

71~75 1 1

66~70 4 4

61~65 18 14

56~60 53 47

51~55 120 69

46~50 130 41

41~45 144 22

36~40 95 4

31~35 51 1

26~30 30

21~25 13

~20 6

合計 665 203

第３回
受験者 合格者

2 1

11 7

31 8

82 12

91 6

66 3

39

18

11

2

353 37



2024年度入試結果【社会】

「正答率・問いのねらい・講評」を本校ホームページに掲載しています。



今年度の入試を振り返って①

◆第２回 公民的分野から
問9 解答番号44

受験者正答率63.5% 合格者正答率80.7%



今年度の入試を振り返って②

◆第２回 公民的分野から
問9 解答番号44

合格するためにはこうした問題で正答する必要がある
→基本的知識の定着が合格に確実に結びついている



今年度の入試を振り返って③

◆第２回 地理的分野から
問2（３） 解答番号6 解答番号7

解答番号6 受験者正答率50.4% 合格者正答率62.3%
解答番号7 受験者正答率52.3% 合格者正答率62.3%



今年度の入試を振り返って④

◆第２回 地理的分野から
問2（３） 解答番号6 解答番号7

合格者・社会科の高得点者では、正答している者が多い
→知識と知識を結び付ける学習が高得点につながる



今年度の入試を振り返って⑤

◆第２回 歴史的分野から
問4（２） 解答番号44

受験者正答率50.2% 合格者正答率63.7%



今年度の入試を振り返って⑥

◆第２回 歴史的分野から
問4（２） 解答番号44

時間をかけて問題に向き合えば必ず正答できる
→資料を粘り強く読み取る学習が合格に結びつく



受験生へのメッセージ

◆基本的知識の定着を確実にする

◆知識と知識を結び付けられるようにする

◆設問文や資料（図・統計・文字資料など）を
粘り強く読み取る練習をする



受験生へのメッセージ

◆用語や人物を漢字で書けるように、
繰り返し書く練習をする！

◆用語を説明できるようにする！

◆設問文や資料のある問題では、
時間をかけて丁寧に読む！



受験生へのメッセージ

過去問にしっかりと取り組みましょう！

2023年度 第3回 より

表１は、宮城県、東京都、神奈川県、奈良県の昼夜間人口比率と65歳以上人口の割合を
示したものです。

2022年度 第２回 より

表３は、東京都、神奈川県、埼玉県、千葉県の1990年と2015年の昼夜間人口比率を示し
たものです。

2024年度 第2回 より

図４は、伊達市、福島市、大熊町と福島第一原子力発電所の位置を示したものです。ま
た、表２は伊達市、福島市、大熊町のいずれかの昼夜間人口比率を示したものです。


